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会員各位 
 

2025年6月 
日本熱帯農業学会 

日本熱帯農業学会第138回講演会について 

 
期 日 2025年10月25日（土）・10月26日（日）     
 
場 所 高知大学（朝倉キャンパス） 〒780-8520 高知県高知市曙町二丁目5番1号 
    対面のみ。オンライン参加はありません。 

 
事務局 〒780-8520 高知県南国市物部乙200 高知大学農林海洋科学部 

運営委員長 宮崎彰 
事務局長  阪田光和 
運営委員  森塚直樹 
TEL：088-864-5139（阪田） 
E-mail  miyazaki@kochi-u.ac.jp（宮崎：問い合わせ） 
       msakata@kochi-u.ac.jp（阪田：参加・発表申込） 
 

参加申込 研究発表の有無にかかわらず，参加希望者は学会 HP の大会登録システムから 2025 年 9 月 30 日

(火)までにお申し込みください。申込方法および申込開始時期（8 月初旬を予定）については改め

て学会HPにてお知らせいたします。大会登録システムによる申し込みが不可能な場合は，メール

(msakata@kochi-u.ac.jp：阪田)でお申し込みください。 
 
発表申込 発表希望の方は，学会HPの大会登録システムから2025年9月12日（金）までにお申し込みくだ

さい。発表者は本学会員（学生会員含む）または連携学会員に限ります。研究発表の講演要旨原稿

は，下記の作成要領に従って作成し，PDFファイルに変換し大会登録システムから2025年9月24

日（水）までにご登録ください。 
 

発表形態 本講演会では対面の口頭発表のみとし、ポスター発表は行いません。口頭発表ではPC プロジェク

ターのみ使用可能です。PCは各自でご持参下さい。1課題につき発表12分、質疑3分とします。 

 
日  程 2025年10月25日（土） 講演会（口頭発表） 

シンポジウム 
懇親会 

2025年10月26日（日） 講演会（口頭発表） 
 

参 加 費  一般：6,000円，学生：4,000円（要旨集代を含む）  
懇親会費  一般：6,000円，学生：4,000円 
     支払い方法については、参加登録システムにてご案内いたします。 
 
講演要旨作成要領（記入例参照） 



１．用紙は必ずA4板，白地の上質紙2枚を縦長の形で使用し，横書きにする（用紙1枚が1ページとなる）。 
２．用紙はそのままコピー（白黒オフセット印刷）される。 
３．a．1枚目の最初の行は講演の順番を記入するため，初めの5文字を空けて講演題目および発表者氏名・所

属を和文・英文で併記する。連名の場合，演者の頭に＊を付けること（いずれの項目も事前申込時と異な

らない様に注意してください）。 
b．1行空けて次の行より本文および図表を用紙2枚に収まるように適当に配列して記入すること。 
c．要旨を作成するにあたっては，1枚当たり43行が入る程度を目安とし，1行あたり40字程度で記入す

ること。余白はA4版用紙の上下左右とも25mm，フォントは明朝体10.5ポイント程度とする。英文の

場合，フォントはTimes New Roman，11ポイント程度とする。 
d，2名目の右肩枠外に筆頭者名を鉛筆で記入すること。ページ数または番号は記さないこと。 

４．文字および図表はすべて黒色を使用すること。写真もモノクロとすること。 
５．文章，生物名，学名その他の記述法は学会誌の投稿原稿作成要領に従うこと。 
 

記 入 例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜会場および宿泊のご案内＞ 

会  場 高知大学（朝倉キャンパス） 〒780-8520 高知県高知市曙町二丁目5番1号 
 
交通案内 高知大学（朝倉キャンパス）ホームページの交通アクセスをご覧下さい。 
      （https://www.kochi-u.ac.jp/outline/access/asakura/） 
 
     ・高知龍馬空港から空港連絡バスで約35分「はりまや橋」か、約40分「JR高知駅」下車→バス、

路面電車またはJR土讃線へお乗り換えください。 
          ・JR高知駅から 

JR土讃線下り15分「朝倉駅」下車徒歩3分 
バスで約25分「朝倉高知大学前」下車 
路面電車で約30分 「朝倉（高知大学前）」下車すぐ 

・車でのご来場はご遠慮ください。 
 
 

西南暖地における熱帯作物の生育および収量 

＊土佐太郎1・南国花子2  

（1高知国際大学・2黒潮大学農学部） 

Growth and Yield in Tropical Crops Grown in South-western Temperate Region in Japan 

*Taro Tosa1  and Hanako Nankoku2  

(1 Kochi International University, 2 Faculty of Agriculture, Kuroshio University) 

 

 この研究は，･･････････････････ 



 
 

宿泊案内 インターネット，旅行会社などを通じて各自，直接お申し込みください。 


